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Ⅰ　論文







に 2013 年 7 月の 2,980 人を最多人数として
下 が り 続 け て い る も の の、2014 年 10 月 現
在 で も 2,860 人（2013 年 7 月 の 96 ％） が 栃
木県内で避難生活を送っている。全国の福
島県外避難者数については、2012 年 3 月の
62,831 人 か ら 次 第 に 減 少 し、2014 年 10 月

























































は平成 25 年 12 月 26 日に公表された「中間指
針第四次追補」に従って賠償金が支払われてい
る。さらに、被災者への賠償金支払いを円滑に
進めるために、2011 年 8 月に原子力損害賠償













































ロジェクト（FnnnP）栃木でも、2012 年 3 月か
ら 2013 年 2 月の間にお茶会や交流会の開催と
同時に行政書士や弁護士による相談会を宇都宮

















・2014 年 3 月 1 日（土）
栃木県教育会館（宇都宮市内）
・2014 年 5 月 11 日（日）
那須塩原市三島公民館
・2014 年 8 月 30 日（土）
小山市中央市民会館



































































2013 年 8 月に FSPは「栃木県内避難者アン
ケート調査」を県内の避難者世帯 1,017 件に配




































区域別にみると区域 1 では 46 名（94％）、区


























































表 2. 賠償請求をしたか 高齢者の有無別（問 19）
༊ᇦ㻝 㻠㻢 㻟 㻜
༊ᇦ䠎 㻞㻟 㻞 㻜
༊ᇦእ 㻢 㻝㻤 㻞
↓ᅇ⟅ 㻞 㻡 㻜
㻣㻣 㻞㻤 㻞
㻌 ㄳồ䛧䛯 ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 ↓ᅇ⟅
ᅇ⟅ᩘ 㻑 ᅇ⟅ᩘ 㻑 ᅇ⟅ᩘ 㻑
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表 3.賠償請求をしたか 子育て世帯別 （問 19）
ၥ㻝㻥
ᅇ⟅ᩘ 䠂 ᅇ⟅ᩘ 䠂 ᅇ⟅ᩘ 䠂 グ㏙ᩘ




ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻝㻣 㻞㻤㻑 ༊ᇦ䠍 㻝 㻞㻑 㻝
༊ᇦ䠎 㻝 㻞㻑 㻝
༊ᇦእ 㻝㻜 㻝㻣㻑 㻤
↓ᅇ⟅ 㻡 㻤㻑 㻞
↓ᅇ⟅ 㻝 㻞㻑 ༊ᇦእ 㻝 㻞㻑




ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻝㻝 㻞㻟㻑 ༊ᇦ䠍 㻞 㻠㻑 㻝
༊ᇦ䠎 㻝 㻞㻑
༊ᇦእ 㻤 㻝㻣㻑 㻢
䚷 ↓ᅇ⟅
↓ᅇ⟅ 㻝 㻞㻑 ↓ᅇ⟅ 㻝 㻞㻑



















ことを理由に請求していない世帯は 10 件中 4
件、手続きが不明であることを挙げている世
帯は 10 件中 4 件である。一方、子育て世帯以
外の記述では、区域外（自主避難）であるこ
とを理由に請求していない世帯は 6 件中 5 件、
手続きが不明であることを挙げている世帯は

























問 20 の結果を問 19 の東電に損害賠償請求を
したかの回答とクロス集計をすると表 5 のよう
な結果になる。相談して請求したのは、26 名
中 25 名（相談した人のうち 96％）であるのに
対し、相談せずに請求したのは 70 名中 45 名（相
談しなかった人のうち 64％）である。相談を







































䚷 ┦ㄯ䛧䛯 ┦ㄯ䛧䛶䛔䛺䛔 ↓ᅇ⟅ ྜィ
༊ᇦ㻝 㻝㻥 㻞㻢 㻠 㻠㻥
༊ᇦ䠎 㻢 㻝㻢 㻟 㻞㻡
༊ᇦእ 㻜 㻞㻞 㻠 㻞㻢
↓ᅇ⟅ 㻝 㻢 㻜 㻣
ྜィ 㻞㻢 㻣㻜 㻝㻝 㻝㻜㻣
㻌 ᅇ⟅ᩘ 䠂 ᅇ⟅ᩘ 䠂 䠂 ᑠィ
┦ㄯ䛧䛯 㻞㻢 㻞㻠㻑 ㄳồ䛧䛯 㻞㻡 㻞㻟㻑 㻥㻢㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻝 㻝㻑 㻠㻑
┦ㄯ䛧䛶䛔䛺䛔 㻣㻜 㻢㻡㻑 ㄳồ䛧䛯 㻠㻡 㻠㻞㻑 㻢㻠㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻞㻡 㻞㻟㻑 㻟㻢㻑
↓ᅇ⟅ 㻝㻝 㻝㻜㻑 ㄳồ䛧䛯 㻣 㻣㻑 㻢㻠㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻞 㻞㻑 㻝㻤㻑
↓ᅇ⟅ 㻞 㻞㻑 㻝㻤㻑







ᅇ⟅ᩘ 䠂 ᅇ⟅ᩘ 䠂 ᅇ⟅ᩘ 䠂
㧗㱋⪅䛜䛔䜛 㻠㻜 㻟㻣㻑 ┦ㄯ䛧䛯 㻝㻢 㻠㻜㻑 ㄳồ䛧䛯 㻝㻡 㻟㻤㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻝 㻟㻑
┦ㄯ䛧䛶䛔䛺䛔 㻝㻥 㻠㻤㻑 ㄳồ䛧䛯 㻝㻡 㻟㻤㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻠 㻝㻜㻑
↓ᅇ⟅ 㻡 㻝㻟㻑 ㄳồ䛧䛯 㻠 㻝㻜㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 䚷
㧗㱋⪅䛜䛔䛺䛔 㻢㻣 㻢㻟㻑 ┦ㄯ䛧䛯 㻝㻜 㻝㻡㻑 ㄳồ䛧䛯 㻝㻜 㻝㻡㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 䚷 䚷
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↓ᅇ⟅ 㻢 㻥㻑 ㄳồ䛧䛯 㻞 㻟㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻟 㻠㻑
↓ᅇ⟅ 㻞 㻟㻑



















































16 P値＝0.654 17 P値＝0.488
表7. 専門家への相談、説明会への参加をしたか 子育て世帯別（問20）
ၥ㻞㻜
ᅇ⟅ᩘ 䠂 ᅇ⟅ᩘ 䠂 ᅇ⟅ᩘ 䠂 グ㏙ᩘ
Ꮚ⫱䛶ୡᖏ䛷䛒䜛 㻢㻜 㻡㻢㻑 ┦ㄯ䛧䛯 㻥 㻝㻡㻑 ㄳồ䛧䛯 㻥 㻝㻡㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻜 㻜㻑 䚷
┦ㄯ䛧䛶䛔䛺䛔 㻠㻢 㻣㻣㻑 ㄳồ䛧䛯 㻞㻥 㻠㻤㻑 㻝㻢
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┦ㄯ䛧䛶䛔䛺䛔 㻞㻠 㻡㻝㻑 ㄳồ䛧䛯 㻝㻢 㻟㻠㻑 㻥
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻤 㻝㻣㻑 㻡
↓ᅇ⟅ 㻢 㻝㻟㻑 ㄳồ䛧䛯 㻟 㻢㻑
ㄳồ䛧䛶䛔䛺䛔 㻞 㻠㻑
↓ᅇ⟅ 㻞 㻠㻑
































































































































































































本報告は、2013 年 8 月に「栃木県への避難
者アンケート」に回答くださった皆様のご回答
を元に分析しました。回答いただいた方々に御
礼申し上げますと共に、皆様の避難生活のご無
事をお祈り申し上げます。また、栃木避難者母
の会代表の大山香様には損害賠償請求に関する
ご意見、情報をいただきました。本研究は、科
学研究費「原発震災後の人間の安全保障の再検
討―北関東の被災者実態調査に基づく学際的考
察」（25590030）の助成に基づく研究成果です。
最終的な報告内容については、筆者に全責任が
あります。
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